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学びを43くる指導法の改善
一 音楽科を中心とした協同学習の実践 一
学習開発コース (10220904) 後 藤 聡
本研究は,学びをつくる授業を行っていくために,音楽科において協同学習の実践を行
い,その在り方について検討したものである｡その結果,子ども達は他者の存在を認知す
ることによって,協同学習をより意欲的に行うことができた｡具体的には,グループで協
同的に学ぶことによって,他の子ども達の意見や考えを聴こうとすること,グループでの
試行の方法が明確になることが明らかになった｡
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1 問題の所在と方法
平成 20年1月の中央教育審議会答申の｢8.各教
科 ｡科目等の内容の(2)小学校,中学校,高等学校
の⑥音楽,芸術(音楽)の(i)改善の基本方針｣に了音
楽科,芸術科(音楽)については,その課題を踏ま
え,音楽のよさや楽しさを感じるとともに,思い
や意図をもって表現したり味わって聴いたりする
力を育成すること,音楽と生活とのかかわりに関
心をもって,生涯にわたり音楽文化に親しむ態度
を育むこと｣の重要性が述べられている｡
国立教育政策研究所教育課程研究センター
(2010)の ｢特定の課題に関する調査(音楽)調査結
果(小学校 ｡中学校)｣によれば,｢音楽の学習が好
きだ,どちらかといえば好きだ｣と答えている児
童は,77.6%である｡また,｢音楽をつくる活動
の時,友達と一緒に活動することを楽しんでいま
すか｣の問いには,82.5%の児童が ｢そうしてい
る,どちらかといえばそうしている｣と答えてい
る｡このことから,友達と一緒に活動を行うこと
によって,音楽を学習する楽しさや喜びを兄いだ
していることが分かる｡
しかしながら,｢授業で音楽を聴く晩 その音楽
の特徴や演奏のよさを言葉で表すことは好きです
か｣の問いには,48.6%の児童が ｢好きだ,どち
らかといえば好きだ｣という低い回答になった｡
以上のことから受動的な活動ではなく,他者と
のかかわりの中で合唱や合奏などの一つの作品を
作り上げていったり,音楽を聴いたりするという,
主体的な学習活動を行うことが大切だと考える｡
そこで本研究においては,音楽科を中心に,チ
ども達がどのように協同学習を成立させていくの
かを明らかにすることを目的とする｡具体的には,
一つめに,子ども達一人一人が主体的に他者とか
かわり,どのように学習意欲を高めていくかであ
る｡二つめに,協同学習が成立するための学び方
をどのように獲得していくかである｡
今年度の研究の方法としては,音楽科の授業を
グループ学習で構成し,協同学習が成立していく
過程の実践記録を取り,考察する｡
2 先行研究の検討
(1)学びについて
佐藤(2003)の考え方によれば,学びとは ｢テキ
スト(対象世界)との出会いと対話であり,教室の
仲間との出会いと対話であり,自己との出会いと
対話である｡ 学びは,対象世界との対話と仲間と
の対話と自己との対話との三つの対話的実践によ
って構成されているのであり(学びの三位一体論),
｢活動｣(activity)｣と ｢協同(collaboration)｣
と ｢反省(reflection)｣の三つで構成される ｢活
動的で協同的で反省的な学び｣として遂行されて
いる｣と述べている｡また,学びの様式において
は,｢座学の学びから活動的な学び-,個人的な学
びから協同体的な学び-,獲得し記憶し定着する
学びから探求し反省し表現する学び-の転換とし
て表現され,授業の様式においては,伝達し説明
し評価する授業から触発し交流し共有する授業-
の転換として表現されている｣と述べている｡
(2)協同学習について
(旧)全国協同学習研究会(2010)では,協同学習
の基本理念の中で協同学習の目標が二つあると述
べている｡一つは ｢認知的目標として教科の学習
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で得られる基礎 ･基本の習得｣ と ｢態度的目標と
して人間関係の形成に関わる技能の習得｣であり,
もう一つは ｢協力,思いやり,助け合い,学習意
欲など 『生きる力』の構成因子を育むもの｣であ
る｡また,この二つの目標は ｢これらの学習活動
の過程で同時達成を意図しています｡教科学習は
学習目的達成であり,人間関係の形成は学習活動
など教科外活動で培うというような発想はありま
せん｡子ども達の活動のほとんどを占める『授業』
の中で,同時達成を目指しています｣と述べてい
る｡
さらに竹下(1990)は,協同学習の二つの目標を
個人の形成と集団の形成に分け,以下の図のよう
に表している｡
図1.協同学習の目標構造
このことから,個人と集団,両方の人間形成に
おいて,教科内容の習得と音楽を通しての分かち
合いの重要性が認識できる｡
(3)他者とのかかわりについて
辻(1993)は,｢他者意識は,他者を意識して行う
自己呈示,他者-の愛他的行動,他者を前にした
とき生じる対人不安等々を理解する上で不可欠の
概念となる｣と述べている｡他者を意識すること
によって,個人の内面での思考が深まり,他者に対
して,自己を表現しようという意欲がより高まる
と考える｡
また,やまがた教育コミュニケーション改革行
動指針(2009)では,授業の改革として ｢体験と交
流を通して 『いのち』のつながりや自己の生き方
に気づき,互いの見方,考え方を話し合う中で『自
己の生き方』まで広げてい く授業｣-の改革を提
唱している｡このことは,協同的な学びを通して
他者とかかわり,そのかかわりの中で自己の生き
方を広げていくことの重要性を述べている｡
3 実践と結果 (明らかになったこと)
(1)児童と教材について
本実践は,平成21年 11月15日から12月3日
まで山形市内の小学校の6年生(児童数男子17名,
女子 15名,計32名)の学級で行った,教職専門実
習Ⅱでの授業実践である｡教科は音楽科で,題材
名は ｢曲想を味わいながら合唱をしたり,聴い た
り,合奏したりしよう｣である｡教材は,混声三
部合唱で ｢歌に願いを｣梅崎麻由作詞,黒沢吉徳
作曲と,鑑賞 ･合奏で ｢木星｣ホルスト作曲を取
り扱った｡
(2)指導について
合唱は三つのパートで,また,合奏はリコー ダ
ーパートと二つの鍵盤ハーモニカパートの合わせ
て三つのパートで構成されている｡このことを活
かして,はじめにパー ト別のグループ学習を行っ
た｡その後,各パートで構成するグループを編成
しグループ学習を行い,お互いに教材の曲を発表
し,感想やこうした方がよいということを出し合
った｡この学級の他に,同じ形式で2学級の授業
を行った｡
(3)指導計画(総時数6時間)
時間 学習活動 指導上の留意点 評価
1 1｢歌に願いを｣ ･歌詞から想像す ○歌詞の意味
の歌詞と曲想 ることや楽曲で や曲想を考
を知るo 使われている記 えることが
号に着目できるようにするo できたれ
2 1パー ト別のグ ･お互いの考えや ○各パートを
ループ学習の 意見を聴き,級 歌い,旋律の
仕方を知り,パ 習に活かすこと 大体をつか
- ト練習をす ができるように むことがで
るo するo きたかo
3 1パー ト別のグ ･全体としてのハ ○各パートで
′レ-プ学習と, -モニーを考え 構成された
各パー トで構 ながら歌うこと グループ別
成されたグル ができるように に意見や考
-プでの学習 する〇･発表を聴いて, えを出し合
を行う02各パー トで構 いながら学習すること
次の練習に活か ができたれ○他のグノレ-
成されたグル していくことが
-プで発表し, できるようにす
意見や感想を るo プの発表を
(4)授業の様子と明らかになったこと
①各パート別のグループ学習について
a)グループ構成と学習方法
グループ学習に入る前に,範唱に合わせて各パ
ートを歌い,子どもに自分が適するパートを選ば
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せた｡各パートの人数は,ソプラノ8名,アル ト
10名,バス14名である｡学習の方法は,はじめ
に各パート別にパートリー ダーを決め,パートリ
ーダーを中心に学習を進めるようにした｡各グル
ープで学習に使用した物は,教科書とパート別に
ピアノで弾いた旋律が入っているCDである｡
b)グループ別の学習の様子
ソプラノパート8名は,全員女子である｡最初
は,旋律の音程を確認していた｡3回,4回とCD
に合わせていくうちに歌声が大きくなっていき,
次第に歌声が合うようになっていった｡
アル トパート10名は,男子 7名,女子4名で
ある｡はじめに,旋律の音程を確認していた｡1
回歌い終わると止まってしまい,次の練習にすぐ
に取り組むことができなかった｡
バスパート14名は,男子 9名,女子3名であ
る｡パートリー ダーになった男子丁君はクラスで
はムードメーカーであり,他の授業でも自分の考
えを発表する子どもである｡男子が多く,音楽が
苦手と思われる子どもが1,2名いた｡パートリー
ダーが学習に取り組むように声がけをしても,す
ぐにCDに合わせて口ずさんだり,歌ったりするこ
とがうまくいかなかった｡
C)明らかになったこと
一つめに,最初にパートリー ダーを決めてグル
ープ学習を行った｡その結果,パートリー ダーを
中心にまとまって学習に取り組み,グループ学習
に取り組まない子どもはいなかった｡
二つめに,ソプラノやバスパートのように学級
でもリー ダー的な存在の子どもがいるパートは,
学習に取り組むのも早く,他の子ども達も進んで
学習に取り組むことができていた｡
②各パートで構成するグループ学習について
a)グループ構成と学習方法
はじめに,各パート内で話し合いをさせ,男女
の割合が同じぐらいになるようにAとBの二つの
グループに分けさせた｡その後,ソプラノ,アル
ト,バスで構成するAとBの二つのグループを編
成し,グループ学習を行った｡このグループ学習
では,グループの中にパートリー ダーがいれば,
リー ダーを中心として学習を進めるようにした｡
リズムを保つためにメトロノームを使ってもよい
こととしたが,どちらのグループもメトロノーム
は使用しなかった｡
b)グループ別の学習の様子
二つのグループのうち,Bグループのグループ
学習と発表の様子について取り上げる｡Bグルー
プは,パートリー ダーが入らなかったグループで
ある｡しかしながら,子ども達の話し合いによっ
てMさんがグループリー ダーに選ばれ,グループ
学習がはじまった｡はじめに,歌うときの場所に
ついて話し合った｡Bグループでは,各パート別
に固まりながら,全体で円を作るような形になっ
た｡その方がお互いの歌声を聞くことができると
いう理由からだった｡ 一度通して歌い終わった後
に,どのように歌ったらよいかの話し合いがもた
れた｡以下,話し合いの様子である｡
女子S:高音たりない｡
男チY:高音の音量がちっちゃいからさ,低音の音楽にな
ってるよ｡
他女子 :低音の音楽になってるよ｡
(低音の)男子K:もっとちっちゃく歌います｡
男チY:低音はそのまま歌って高音が出せばいいんじゃな
いの｡
低音男子4名 :そうそう(とつぶやいてうなく)
女子M:じゃあまずパート練習をしますoじゃあ,高普部
から｡
(女子Mが,｢さんはい｣と言ってソプラノパートが歌う)
以下は,Bグループが合唱し,その合唱につい
てAグループが感想やこのようにした方がよいと
いうことを述べる場面である｡
(Aグループの合唱が終わり)
T:感想｡
男子 M:皆さんすごく声がよくて,すごいと思いました｡
感想ですね｡
T: ここをこうした方がいいとかそういうのを含めて
どうぞ｡
女子 R:中音部があまり声が聞こえなかったので,もう
少し出した方がいいと思います｡
T: (Bグループの方をさして)そちらの皆さんよく耳
にとめておいてください｡
男子K:感想もいい?
T: 感想も含めてここをこうしたはうがいい｡
男子 K:一人一人いい声を出していたのでよかったと思
います｡でも,もうちょっと高音部の声をしっ
かりさせたほうがいいです｡
(Bグループの)男子 :だって音がはずれるんだもん｡(也
の人から笑い声が起こる)
C)明らかになったこと
一つめに,自分のパートを歌いながら,他のパ
ートの声の大きさに気づき,各パートの声の強弱
についての考えを出し合うことができた｡また,
その考えを受けて,パート別にもう一度歌い,読
行することができた｡
二つめに,グループ発表では,他者に見られて
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いるという意識から,気持ちを一つにして歌おう
という様子が表れていた｡
4 考察
各パー ト別,各パー トで構成するグループ学習
とも,グループづくり,試行,話し合い,話し合
いを活かした試行という学習の形をつくることが
できたo今回の教職専門実習Ⅱでは,パートリー
ダーを決めてから学習をはじめたので,パー トリ
ーダーの役割が機能したと考えられる｡
話し合いがうまくできたグループは,次の試行
も円滑に行うことができた｡しかし,話し合いの
中でグループ内の試行でどんな点がよく,どんな
点がよくなかったかに気づくことができなかった
グループは,次の試行を円滑に行うことができな
かった｡このような時に,指導者の支援が必要で
ある｡
また,グループ学習の試行の時にどうしても大
きな声で歌うことができない子どもがいた｡学習
意欲や態度はよいのだが,自分の歌声に自信をも
っことができないからだと考えられる｡基礎的 ･
基本的な知識や技術を確実に習得して,技術的な
不安をもたなくてもよいようにしていく必要があ
る｡ それとともに,グループ学習を行っていく中
で,他者とのかかわりや発表を通して,自己有用
感をもっことができるような人間関係づくりを行
っていくことが大切である｡
5 到達点と課題
(1)到達点
山形市内の小学校での授業実践では,二つのパ
ターンでグループ学習を行った｡
一つめに,グループ学習を行うことによって,
一人一人が意欲的に学習することができたことで
ある｡グループ学習での他者とのかかわりは,一
人で学習するよりも,学習意欲を喚起し,他者の
意見や考えを進んで聴いたり,自分の考えを話し
たりすることにつながった｡
二つめに学び方についてである｡グループリー
ダーを設定したことによって,学習課題の把握,
試行,話し合い,話し合いをうけての試行,話し
合いという学び方の形をつくることができた｡ま
た,他者とかかわることによって思考が深まり,
試行の方法を明確にすることができた｡
(2)課題
一つめに,基礎的 ･基本的な知識や技術の習得
についてである｡一人一人の子どもに対して,協
同学習の中で基礎的 ･基本的な知識や技術を確実
に習得していくことができる指導法について検討
していくことが課題である｡
二つめに,協同学習を行っていく上での学び方
についての理解をどのように深めていくかである｡
子ども一人一人が意欲的に協同学習に参加してい
くために,グループをどのように構成させていく
ことがよいのか,その在り方について検討するこ
とが課題である｡
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